
1991年出上の木簡

奈
良
・
四
条
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
橿
原
市
四
条
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九

一
年

（平
３
）
八
月
を
九
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所

４
　
調
査
担
当
者
　
林
部
　
均

。
松
本
美
賀

５
　
遺
跡
の
種
類
　
都
城
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
七
世
紀
後
半
を
八
世
紀
前
半

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

四
条
遺
跡
は
、
奈
良
盆
地
の
南
部
、
橿
原
市
四
条
町
に
位
置
す
る
。
弥
生
時

代
か
ら
中
世
に
か
け
て
の
、
さ
ま
ざ
ま
な
遺
構
が
存
在
す
る
遺
跡
で
、
中
で
も
、

大
量
の

「木
の
埴
輸
」
が
出
土

し
た
四
条
古
墳
、
四
条
二
号
墳
、

な
ら
び
に
、
藤
原
京
に
関
連
す

る
条
坊
遺
構
が
注
目
さ
れ
る
。

今
回
の
調
査

（第
一
二
次
調
査
）

は
、
奈
良
県
立
医
大
の
基
礎
医

学
棟
建
設
に
伴
う
も
の
で
、
岸

俊
男
氏
に
よ
る
藤
原
京
の
条
坊

復
原
に
対
応
さ
せ
る
と
、
下
ツ

道
を
こ
え
て
四
条
大
路
を
西

へ
延
長
し
た
東
西
道
路
の
北
側
で
、
下
ツ
道
か
ら

西

一
坊
の
南
西
坪
に
あ
た
る
。
調
査
面
積
は
約
三
五
〇
∬
で
あ
る
。

調
査
の
結
果
、
地
表
下
約
二

。
一
ｍ
に
お
い
て
、
飛
鳥
時
代
後
半
の
掘
立
柱

建
物
八
棟
、
掘
立
柱
塀

一
条
、
井
戸

一
基
を
検
出
し
た
。
遺
構
の
検
出
面
は
、

地
山
な
い
し
は
、
藤
原
京
の
整
地
上
の
上
面
で
あ
る
。

掘
立
柱
建
物
は
、
調
査
区
中
央
に
位
置
す
る
井
戸
Ｓ
Ｅ
一
四
を
取
り
囲
む
よ

う
に
、
そ
の
周
囲

（北
。
西
。
東
）
で
検
出
し
た
。
ま
た
、
井
戸
Ｓ
Ｅ
一
四
の
南

側
で
は
、
顕
著
な
遺
構
の
存
在
を
確
認
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
広
場
的
な
空
間

で
あ
っ
た
可
能
性
が
強
い
。
ま
た
、
掘
立
柱
建
物
は
、
柱
穴
の
切
り
合
い
が
な

く
、
建
物
配
置
の
変
遷
ま
で
は
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
建

物
自
体
に
重
複
が
認
め
ら
れ
、
少
な
く
と
も
二
時
期
の
存
在
が
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
調
査
面
積
が
狭
い
た
め
、
掘
立
柱
建
物
は
建
物
全
体
を
検
出
で
き
た
も

の
は
少
な
い
が
、
井
戸
Ｓ
Ｅ
一
四
の
西
側
で
は
、
東
西
棟
の
建
物
が
東
の
妻
柱

を
そ
ろ
え
て
、
三
棟
な
ら
び
、
東
側
で
は
、
南
北
棟
の
建
物
が
、
柱
筋
を
そ
ろ

え
て
南
北
に
二
棟
な
ら
ん
で
配
置
さ
れ
て
い
た
。

木
簡
は
、
井
戸
Ｓ
Ｅ
一
四
で
検
出
し
た
。
井
戸
Ｓ
Ｅ
一
四
は
、
直
径

一
・
八

ｍ
の
掘
形
を
も
ち
、
土
層
の
観
察
か
ら
、
そ
の
中
に

一
辺
〇

・
九
ｍ
の
井
戸
枠

が
組
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
井
戸
枠
は
、
井
戸
廃
絶
時

に
北
側
か
ら
抜
き
取
ら
れ
た
ら
し
く
、
そ
の
後
は
粘
土
質
の
上
で
埋
め
ら
れ
て

い
た
。
木
簡
は
、
こ
の
抜
き
取
り
痕
跡
の
さ
ら
に
下
層
の
、
井
戸
が
機
能
し
て

い
た
と
き
の
堆
積
土

（砂
層
）
の
な
か
か
ら
出
土
し
た
。　
文
字
が
判
読
で
き
た

(桜井・吉野山)
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1991年出上の木簡

も
の
は
、
三
点
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
に
、
墨
痕
の
あ
る
削
暦
が
多
く
出
土
し

た
。
木
簡
と
伴
出
し
た
土
器
は
少
な
い
が
、
土
師
器
、
須
恵
器
が
あ
る
。
と
も

に
七
世
紀
後
半
か
ら
八
世
紀
前
半
の
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
井
戸
廃
絶
時
の
埋

上
で
あ
る
粘
土
質
の
土
層
か
ら
出
土
す
る
土
器
も
、
七
世
紀
末
か
ら
八
世
紀
前

半
の
も
の
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
、
井
戸
Ｓ
Ｅ
一
四
は
、
藤
原
京
か
ら
平
城
京

ヘ

の
遷
都
に
伴
い
廃
絶
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

０
　
。「＜配
一配
□
国期

。
「
＜
阿
□
日
　
口
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ξ
γ
含
∀
∞
愚

②
　
。
「
＜
少
□
里
□
回

。
「
＜
口
　
　
口
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

（ｅ

赴
受
中
愚

【門
力
〕

（回〕　　　　　一
［日］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Φ中）
）〈
（］Φ）
）〈⇔　　〇∞μ

⑪
の
一
字
目
は
判
読
が
む
ず
か
し
い
が
、

「酢
」

と
読
め
る
可
能
性
が
あ
り
、

「酢
」
と
い
う
文
字
で
始
ま
る
三
文
字
の
国
名
で
あ
る
と
考
え
る
。
割
書
き
と

な
っ
た
左
側
の

「秦
」
と
い
う
文
字
は
、
人
名
で
あ
ろ
う
か
。
②
は
二
字
目
が

不
明
確
で
地
名
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、

「少
回
里
」

か
ら
の

貢
進
物
に
つ
け
ら
れ
た
付
札
と
考
え
ら
れ
る
。
裏
面
に
も
墨
痕
は
認
め
ら
れ
る

が
、
腐
蝕
が
は
な
は
だ
し
く
、
判
読
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
③
は
木
簡
そ
の

も
の
は
完
形
で
は
な
い
が
、
文
字
は

「
一
口
」
で
完
結
し
て
い
る
。
二
文
字
目

は

「門
」
で
あ
る
可
能
性
が
き
わ
め
て
大
き
い
。

四
条
遺
跡
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
発
掘
調
査
で
多
数
の
掘
立
柱
建
物
や
井
戸
、

土
坑
、
条
坊
の
側
溝
な
ど
が
検
出
さ
れ
て
い
る
が
、
本
簡
が
出
土
し
た
の
は
、

今
回
の
三
点
が
は
じ
め
て
で
あ
る
。
藤
原
京
関
連
条
坊
が
み
つ
か
っ
て
い
る
範

囲

（い
わ
ゆ
る

「大
藤
原
京
し

に
お
い
て
も
、
橿
原
市
葛
本
町
の
下
明
寺
遺
跡
で

出
土
し
た
習
書
木
筒
に
次
い
で
、
二
例
日
で
あ
る
。
さ
き
の
出
土
例
が
習
書
木

簡
で
あ

っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
あ
る
程
度
の
意
味
が
わ
か
る
木
簡
と
し
て
は
、

は
じ
め
て
の
出
土
例
と
い
え
る
。
な
か
で
も
ω
②
の
貢
進
物
付
札
木
簡
の
出
土

は
、
国
名
や
里
名
ま
で
は
判
読
で
き
な
か
っ
た
も
の
の
、
四
条
遺
跡
を
は
じ
め

と
し
た
藤
原
京
関
連
条
坊
や
そ
の
周
辺
で
み
つ
か
る
遺
構
の
性
格
を
考
え
て
い

く
う
え
で
、
き
わ
め
て
重
要
な
意
味
を
も
つ
も
の
と
考
え
る
。

な
お
、
木
筒
の
釈
読
に
あ
た
っ
て
は
、
和
田
率
、
今
津
節
生
両
氏
か
ら
き
ま

ざ
ま
な
ご
赦
示
を
得
た
。

９
　
関
係
文
献

奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所

「橿
原
市
四
条
遺
跡
発
掘
調
査
概
報
」
Ｉ

Ｓ
奈
良
県
遺
跡
調
査
概
報
』
一
九
九
一
年
度
　
一
九
九
二
年
）

（林
郡
　
均
）




